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(57)【要約】
【課題】　プライバシーと開放感を両立することができ
、屋内側から屋外の自然を感じることができる建物を提
供する。
【解決手段】建物１は、１階の一方の外壁面４に設けら
れる大開口５と、前記一方の外壁面４から屋外側に距離
を開けて立設される１階の天井の高さよりも高い壁体１
１と、前記大開口５の上方で前記外壁面４及び前記壁体
１１の間に架設される水平架設体１２と、を備え、前記
一方の外壁面５の屋外側の空間は、前記壁体１１の幅方
向の一部に形成され、当該壁体１１及び前記水平架設体
１２が設けられる屋根付き領域１３と、前記壁体１１の
幅方向の他の部分に形成され、前記壁体１１が設けられ
るとともに、前記水平架設体１２が設けられない屋外吹
抜領域１４と、前記一方の外壁面４の屋外側における前
記壁体１１が形成されていない位置に形成され、前記水
平架設体１２が形成されていない開放領域１５と、を有
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１階の一方の外壁面に設けられる大開口と、
　前記一方の外壁面から屋外側に距離を開けて、当該一方の外壁面に対して平行に、当該
一方の外壁面の幅方向の一部に立設される、少なくとも１階の天井の高さよりも高い壁体
と、
　前記大開口の上方で前記外壁面及び前記壁体の間に架設される水平架設体と、
　を備え、
　前記一方の外壁面の屋外側の空間は、
　前記壁体の幅方向の一部に形成され、当該壁体及び前記水平架設体が設けられる屋根付
き領域と、
　前記壁体の幅方向の他の部分に形成され、前記壁体が設けられるとともに、前記水平架
設体が設けられない屋外吹抜領域と、
　前記一方の外壁面の屋外側における前記壁体が形成されていない位置に形成され、前記
水平架設体が形成されていない開放領域と、を有すること、
　を特徴とする建物。
【請求項２】
　前記壁体の一部が耐力壁であるとともに、前記水平架設体の一部が内部に水平ブレース
を有することを特徴とする請求項１に記載の建物。
【請求項３】
　前記大開口は、前記一方の外壁面の略全幅に亘って形成されることを特徴とする請求項
１又は請求項２に記載の建物。
【請求項４】
　前記開放領域の屋内側に、前記大開口の一部が設けられるとともに、当該開放領域の屋
内側に設けられた当該大開口から距離を開けて屋内側に内部を透視不可能な建具が設けら
れることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の建物。
【請求項５】
　前記建具は、障子であることを特徴とする請求項４に記載の建物。
【請求項６】
　前記屋根付き領域及び前記屋外吹抜領域の下方の地面に屋外床が形成されることを特徴
とする請求項１から請求項５のいずれかに記載の建物。
【請求項７】
　前記大開口は少なくともその一部が開閉可能であり、当該大開口の開閉可能な部分の屋
内側に土間が形成されることを特徴とする請求項１から請求項６のいずれかに記載の建物
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主として居住用の建物に関し、屋内外の視界を限定しつつ、屋内側に開放感
を有する建物に関する
【背景技術】
【０００２】
　従来より、屋内と屋外とを連通可能な開口部が設けられた外周壁と、外周壁と非連続で
あり、外周壁に対して略平行に配置された独立壁と、を備えており、独立壁が、開口部に
対向するとともに、外周壁の少なくとも一方の端部よりも突出している建物が提案されて
いる（例えば、特許文献１参照）。また、外周壁と独立壁との間の屋外空間の鉛直方向上
方を覆う屋根部が設けられており、屋根部の少なくとも一部に採光が可能な採光部が設け
られている形態が提案されている。
【０００３】
　これによると、建物密集地においても通風性やプライバシーを確保することができる。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１７－２１４８０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１の建物は、独立壁によってプライバシーは確保されるものの開口部
の屋外側に独立壁が設けられることによって開放感が低く、居住者に屋内外のつながりを
感じさせることができない。
【０００６】
　そこで本発明の建物は、プライバシーと開放感を両立することができ、屋内側から屋外
の自然を感じることができる建物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の建物は、１階の一方の外壁面に設けられる大開口と、前記一方の外壁面から屋
外側に距離を開けて、当該一方の外壁面に対して平行に、当該一方の外壁面の幅方向の一
部に立設される、少なくとも１階の天井の高さよりも高い壁体と、前記大開口の上方で前
記外壁面及び前記壁体の間に架設される水平架設体と、を備え、前記一方の外壁面の屋外
側の空間は、前記壁体の幅方向の一部に形成され、当該壁体及び前記水平架設体が設けら
れる屋根付き領域と、前記壁体の幅方向の他の部分に形成され、前記壁体が設けられると
ともに、前記水平架設体が設けられない屋外吹抜領域と、前記一方の外壁面の屋外側にお
ける前記壁体が形成されていない位置に形成され、前記水平架設体が形成されていない開
放領域と、を有すること、を特徴としている。
【０００８】
　本発明の建物は、前記壁体の一部が耐力壁であるとともに、前記水平架設体の一部が内
部に水平ブレースを有することを特徴としている。
【０００９】
　本発明の建物は、前記大開口は、前記一方の外壁面の略全幅に亘って形成されることを
特徴としている。
【００１０】
　本発明の建物は、前記開放領域の屋内側に、前記大開口の一部が設けられるとともに、
当該開放領域の屋内側に設けられた当該大開口から距離を開けて屋内側に内部を透視不可
能な建具が設けられることを特徴としている。
【００１１】
　本発明の建物は、前記建具は、障子であることを特徴としている。
【００１２】
　本発明の建物は、前記屋根付き領域及び前記屋外吹抜領域の下方の地面に屋外床が形成
されることを特徴としている。
【００１３】
　本発明の建物は、前記大開口の屋内側の一部に土間が形成されることを特徴としている
。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の建物によると、１階の一方の外壁面に大開口が設けられるが、一方の外壁面に
対して平行な１階の天井の高さよりも高い壁体が、一方の外壁面から屋外側に距離を開け
て立設されているので、この壁体が目隠しとなって建物内部のプライバシーを確保するこ
とができる。そして、一方の外壁面の屋外側に、壁体及び水平架設体が設けられる屋根付
き領域と、壁体が設けられるとともに水平架設体が設けられない屋外吹抜領域と、壁体及
び水平架設体が形成されていない開放領域と、を有するので、屋外からの視線を遮りたい
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部分を屋根付き領域又は屋外吹き抜け領域とするとともに、屋内から屋外を見通したい部
分を開放領域とすることで、プライバシーと開放感との両立を図ることが出来る。特に、
斜め上方からの視線を遮りたい部分は屋根付き領域とすることでプライバシーを確保する
ことができる。そして、屋根付き領域は、雨や日射しも遮ることができるため、一方の外
壁面と壁体との間に居心地のよい空間を設けることができる。このように、屋根付き領域
、屋外吹抜領域、及び開放領域を設けることで、屋内にも及び屋外にもつながりのある中
間領域とすることができ、屋内の居住性を高めることができる。
【００１５】
　本発明の建物によると、外部からの視線を遮る壁体の一部が耐力壁であり、水平架設体
の一部に水平ブレースが収納されているので、一方の外壁に大開口を設けることで、不足
する耐力壁量を壁体が補うことができ、十分な水平耐力を有する建物とすることができる
。
【００１６】
　本発明の建物によると、大開口は、一方の外壁面の略全幅に亘って形成されるので、建
物の屋内と屋根付き領域、屋外吹抜領域、及び開放領域とがよりつながった印象とするこ
とができる。
【００１７】
　本発明の建物によると、開放領域の屋内側に、大開口の一部が設けられるとともに、開
放領域の屋内側に設けられた大開口から距離を開けて屋内側に内部を透視不可能な建具が
設けられているので、外部から壁体の無い開放領域を通る視線を当該建具で遮ることがで
き、屋内のプライバシーを守ることができる。
【００１８】
　本発明の建物によると、建具が障子であるので、プライバシーを守りつつ、光を取り入
れることができる。
【００１９】
　本発明の建物によると、屋根付き領域及び屋外吹抜領域の下方の地面に屋外床が形成さ
れるので、屋内から簡単に屋根付き領域及び屋外吹抜領域に出入りすることができ、より
居心地の良い領域とすることができる。
【００２０】
　本発明の建物によると、大開口の屋内側の一部に土間が形成されるので、大開口の一部
を玄関として利用することができ、別途玄関を設ける必要がないので、効率的に空間を利
用することができるとともに、より開放的な間取りとすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本実施形態の建物の全体構成を示す斜視図。
【図２】本実施形態の建物の１階の構成を示す間取り図。
【図３】本実施形態の建物の２階の構成を示す間取り図。
【図４】図３のＡ－Ａ線断面図。
【図５】図３のＢ－Ｂ線断面図。
【図６】図３のＣ－Ｃ線断面図。
【図７】図３のＤ－Ｄ線断面図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明に係る建物１の最良の実施形態について、各図を参照しつつ説明する。本
実施形態における建物１は図１に示すように、住宅街に建設される２階建ての戸建住宅で
ある。建物１の敷地は、図２に示すように、南側が公道２に接道するとともに、東西北の
３方向には２階建て又は３階建ての隣接住戸が建てられている。また、公道２を挟んで向
かい側にも、２階建て住戸、公園、幼稚園などの施設が設けられている。なお、本発明に
おける建物１は２階建てに限定されるものではなく、平屋又は３階建て以上であっても良
い。
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【００２３】
　建物１の敷地には、接道側に駐車スペース３が設けられており、駐車スペース３の奥側
に建物１が建てられている。また、公道２から建物１の敷地の東側縁に沿って、アプロー
チ２７が建物に延びている。アプローチ２７は、建物１の１階の床高さまで上り勾配のス
ロープ状に形成されている。建物１の一階は、平面視矩形に形成されている。建物１は平
面視して１辺が約８ｍの正方形状である。そして、建物１の南向きの外壁面４には、当該
外壁面４の略全幅に亘って形成される大開口５が形成されている。なお、本発明における
「一方の外壁面」は、本実施形態においては南向きの外壁面４がこれに相当する。また、
ここで大開口５は、床面から居住者の身長以上の高さまでの高さを有する開口である。例
えば床面から２ｍ程度の高さの開口であり、居住者が出入り可能なように、引き違いの掃
き出し窓であることが好ましい。大開口５は、これに限定されるものではなく、例えば、
嵌め殺しの窓であっても良い。なお、大開口５が「外壁面の略全幅に亘って形成される」
とは、すなわち、南向きの外壁面４の当該大開口５が形成されている高さに外壁が形成さ
れておらず、大開口５を保持するためのサッシ及び柱以外は、全て窓ガラスが配置されて
いることをいう。このように大開口５が南向きの外壁面４の全幅に亘って形成されている
ことで、大開口５の屋内側と屋外側とを繋がった印象とすることができる。
【００２４】
　大開口５の屋内側には、東側にリビング６が形成されており、西側に大開口５に沿って
広縁７が設けられている。広縁７とリビング６とはフローリングの床面が繋がって形成さ
れている。そして、広縁７の屋内側には畳スペース８が設けられている。畳スペース８に
は、押入れ収納が設けられている。また、畳スペース８と広縁７及びリビング６の間には
出入り可能な建具が設けられている。建具は少なくとも畳スペース８を透視不可能に形成
されている。建具は、本実施形態においては、開閉可能な障子９である。障子９は、格子
に組んだ木の枠の片面に光を通す薄い紙を貼って形成された明かり障子である。
【００２５】
　また、大開口５の屋内側の最も西には西側の外壁に沿って奥行き方向に長い土間１０が
形成されている。リビング６の北側には、ダイニング及びキッチンが形成されており、土
間１０及び畳スペース８の北側には、２階に繋がる階段及び収納スペースが形成されてい
る。大開口５は居住者が出入り可能な掃き出し窓で形成されており、土間１０がこの大開
口５に隣接しているので、大開口５の一部を玄関として利用することができ、別途玄関を
設ける必要がなく、効率的に空間を利用することができるとともに、より開放的な間取り
とすることができる。
【００２６】
　なお、土間１０は、フローリングの床面と同じ高さであってもよく、また大開口５を形
成する掃き出し窓は凹凸の少ないフルフラットの窓枠に設置されるものであることが好ま
しい。
【００２７】
　また、南向きの外壁面４の屋外側の空間は、図１、図２、及び図４に示すように、壁体
１１及び水平架設体１２が設けられる屋根付き領域１３と、壁体１１が設けられるととも
に水平架設体１２が設けられない屋外吹抜領域１４と、壁体１１及び水平架設体１２が形
成されていない開放領域１５とがそれぞれ形成されている。壁体１１は南向きの外壁面４
から屋外方向に例えば２ｍ距離を開けて立設されており、南向きの外壁面４に対して平行
であり、且つ、１階の天井高さよりも高く形成されている。壁体１１は、８ｍの建物１の
間口のうち、東側に４ｍの幅で形成されており、２ｍの距離を開けて、西側に２ｍの幅で
形成されている。また、水平架設体１２は、東側の壁体１１の東側の２ｍと南向きの外壁
面４との間に架設される。さらに、水平架設体１２は、西側の壁体１１と南向きの外壁面
４との間にも架設される。これによって、南向きの外壁面４の屋外側の空間は、東西の両
側に屋根付き領域１３が形成されており、その間に屋外吹抜領域１４及び開放領域１５が
並んで配置されている。なお、各領域の配置はこれに限定されるものではなく、大開口５
が設けられる外壁面４に屋根付き領域１３、屋外吹抜領域１４、及び開放領域１５がそれ
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ぞれ１以上設けられていればよく、接道の向かいの建築物の状況など外部からの視線と屋
内の視界を考慮して配置を決定すればよい。
【００２８】
　このように、建物１の１階の南向きの外壁面４の全幅に亘って大開口５が設けられてい
るが、１階の天井の高さよりも高い壁体１１が立設されていることで、図５及び図６に示
すように、この壁体１１が目隠しとなって建物１内部のプライバシーを確保することがで
きている。また、開放領域１５の屋内側には、図２及び図７に示すように、広縁７を挟ん
で畳スペース８が設けられており、広縁７と畳スペース８とを隔てる障子９によって、外
部からの視線が遮られて畳スペース８を視認することができず、プライバシーを確保する
ことができる。このように屋外に設けられた壁体１１によって視線を遮る部分と屋内の障
子９によって視線を遮る部分とを設けることで、大開口５と壁体１１との間の空間を屋内
にも屋外にもつながりのある中間領域とすることができる。なお、障子９で視線を遮るこ
とで、視線は遮りつつも外部の光は取り入れることができ、より居心地によい空間にする
ことができる。
【００２９】
　また、図５から図７に示すように、屋根付き領域１３、屋外吹抜領域１４、及び開放領
域１５がそれぞれ形成されることで、屋外からの視線を遮りたい部分、屋内から屋外を見
通したい部分、斜め上方からの視線を遮りたい部分をそれぞれ考慮して配置することがで
き、プライバシーを確保しつつ屋外に開かれた開放感のある建物１とすることができる。
なお、屋根付き領域１３は、図５に示すように、雨や日射しも遮ることができるため、南
向きの外壁面４と壁体１１との間に居心地のよい空間を設けることができる。
【００３０】
　また、壁体１１の一部は耐力壁１６となっている。具体的には、図１に示すように、壁
体１１の内部に当該壁体１１を形成する柱材の柱頭と隣の柱材の柱脚とをつなぐブレース
などの斜材１７がＸ字状に交差して配置されることで、水平方向の荷重を負担できるよう
に形成されている。そして、一部の水平架設体１２の内部にも隣り合う梁間にＸ字状に水
平ブレース１８が交差して配置されている。耐力壁１６を形成する壁体１１と水平ブレー
ス１８が配置された水平架設体１２とは構造的に接続されており、建物１に伝わった水平
荷重を水平架設体１２を介して耐力壁１６である壁体１１で受けることができる。
【００３１】
　また、屋根付き領域１３及び屋外吹抜領域１４の下方の地面には、図１及び図４に示す
ように、ウッドデッキなどの屋外床１９が形成されている。屋外床１９は、１階の屋内の
床面とほとんど同じ高さであることが好ましい。屋外床１９によって、屋内から屋根付き
領域１３及び屋外吹抜領域１４への出入りが簡単にできるようになるので、動線の面から
も屋内外のつながりをより印象付けることができ、より居心地の良い空間とすることがで
きる。また、開放領域１５の下方の地面には植栽２０が設けられており、外部からの直接
的な視線を遮っている。この植栽２０によって屋内にいながら屋外の自然を認識すること
ができ、また、屋根付き領域１３及び屋外吹抜領域１４からも緑を見ることができるので
、これらの領域を屋内及び屋外につながりのある中間領域とすることができる。
【００３２】
　建物１の２階には、図３に示すように、北側に１階から繋がる階段が設けられるととも
に、ウォークインクローゼットを備えた居室２１が形成されている。また南西側にはバス
ルーム２２及び洗面所２３が設けられている。そして南東側には主寝２４室が設けられて
いる。２階の南向きの外壁面は一部が屋内側に窪んで形成されており、バスルーム２２及
び洗面所２３と主寝室２４との間に２階屋外デッキ２５が形成されている。２階屋外デッ
キ２５は、２階の居室２１との間に掃き出し窓２６を介して出入り可能に構成されており
、２階屋外デッキ２５は、南側が屋外に向かって開放されているとともに、上方が開放さ
れることで、２階の居室に外部の光を導入する役割を果たしている。
【００３３】
　以上のように本実施形態の建物は、１階の大開口５の屋外側に屋根付き領域１３、屋外
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吹抜領域１４、及び開放領域１５を形成することで、屋外側及び屋内側のいずれにもつな
がりのある中間領域とすることができ、外部との距離を適度にとりつつ、屋外を感じるこ
とができる建物とすることができる。
【００３４】
　本発明の実施の形態は上述の形態に限ることなく、本発明の思想の範囲を逸脱しない範
囲で適宜変更することができることは云うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
　本発明に係る建物１は、住宅街に建てられる戸建住宅として好適である。
【符号の説明】
【００３６】
　１　　　建物
　４　　　南向きの外壁面（一方の外壁面）
　５　　　大開口
　９　　　障子（建具）
　１０　　土間
　１１　　壁体
　１２　　水平架設体
　１３　　屋根付き領域
　１４　　屋外吹抜領域
　１５　　開放領域
　１６　　耐力壁
　１８　　水平ブレース
　１９　　屋外床
 
【図１】 【図２】
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